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昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

暑くなると無性に食べたくなる
スイカ。実は栄養豊富で、疲
労回復の効果があり、夏バテ
に最適です。今も変わらずあの
味が恋しくなるのは、“体が知っ
ている”からかもしれません。

夏はやっぱりあの味で
提供者●羽田野 憲治さん
撮影日●不明
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▶写真の加工技術が向上し、
今ではスマホでも影を消した
り切り抜いたりと、修正テクニッ
クが一般化しています。そん
な時代にあえて逆らってみよう
と、職員採用試験（P10）の写
真はアナログ感を出しつつ撮
影。新採職員に河川敷で寝
そべってもらい、「ウキウキ」と
「浮く」をかけた抜群のセンス
…。ん～、これはセンスが古
いだけかも知れません。（相原）
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▶福智町の一番の魅力は「人
のあたたかさ」だと思います。
今回の特集を担当して、改め
てそのことを実感しました。福
智町出身ではない私は人脈
が少ないでのすが、一人に聞
くとそこからどんどんつながり、
たくさんの人に協力していただ
きました。本当に感謝の気持
ちでいっぱいです。今後も少
しでも町の人に役立つ広報紙
を目指して頑張ります。（黒崎）

中央公民館図書室  ☎28-4100
（福智町赤池 970 番地 3）

開室時間／9時～17時
休室日／毎週㊊・毎月第３㊐・㊗・年末年始
　　　　蔵書整理期間（不定期）
貸出期間／２週間［１度に１人５冊まで］

「鳥越館長を囲む会」を初開催！

あなたのオススメする本や、ご自宅
に眠っている本などを図書室にいた
だけませんか。みなさんからの寄贈
本を下記の期間で受け付けています。
お問い合せは中央公民館図書室（☎
28-4100）までご連絡ください。
期間：７月１日～31日※休室日を除く

寄贈本を受付中！

まちの図書司書セレクション

「図書館・歴史資料館準備室」
からのお知らせ No.2

月12日に赤池支所で「鳥越館長を囲んでの座談会」が
昼夜２回開かれ、あわせて50人の参加者と鳥越館長

が新しい図書館・歴史資料館の建設に向けた意見交換を行い
ました。参加者からは「集客は見込めるのか」「立派な施設が
できても人が来ないと意味がない」といった建設を心配する声
や、「完全防音の録音室や映画が見られる視聴覚設備を」と
いう要望、また「全国にないようなサービスを」「誰でもいつ
でも気軽に立ち寄れる施設に」といった期待の声も多く寄せら
れ、昼・夜の部ともに２時間を越す熱い議論を展開。囲む会
を終えた鳥越館長は「いただいた想いを“聞くだけ”で終らせ
ず、できるだけ新館建設に盛り込めるよう全力を尽くしたい」
と、まちの新しい拠点づくりを担う決意を新たにしていました。

「赤池支所がどのように生まれ変わるのか」「みな
さんの想いをどう設計に組み込んでいくのか」「み
なさんにどんな協力と関わりを求めるのか」・・・。
図書館・歴史資料館「ふくちのち」の設計者を交え、
設計提案についての説明会を開催します。当日は
嶋野町長や辻村教育長、図
書アドバイザーの花井裕一
郎氏なども参加予定。この
日、新しい拠点づくりのす
べてを説明します。みなさ
んぜひご参加ください。

６

↑
海
外
の
事
例
な
ど
も
紹
介
し
、
新
館
の
未
来
像
を
語
る
館
長
。

ご利用ください。まちの図書室
本の情報と紹介

▶日時　７月17日金
▶場所　福智町地域交流センター
　　　　　　（伊方4478番地 1）

開場：18時30分～
開演：19時～

一級建築士事務所
大西麻貴＋百田有希／ｏ+ｈ

著／岩崎 均史
出版／青幻舎

『いろは判じ絵』

江戸時代に大人から子どもま
で庶民の間で大流行した、絵
を見て答えを考える「なぞな
ぞ」の本。浮世絵師が趣向を
凝らした、楽しい珍問・難題が
満載です。江戸時代の脳トレ
にチャレンジしてみませんか？

著／石川 えりこ
出版／福音館書店

『ボタ山であそんだころ』

炭坑町に生まれた「わたし」の
体験をもとに、昭和の炭坑や
当時の子どもたちの様子が生
き生きと描かれています。炭
坑を知っている世代も、知ら
ない世代も、家族みんなで読
んでいただきたい絵本です。

図書館・歴史資料館の設計に関する

「住民説明会」の開催決定！


